
  
  

～ClassPad.net のテキストふせん・授業⽀援機能を活⽤する～ 

原⽂を根拠に⼈物を評価し，『史記』「鴻⾨之会」を再構成する授業 

重要な句法を根拠に漢⽂を読み，登場⼈物の判断を論証的に考察する。 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 

教師向けの⽬標：既習内容を前提に、原⽂を根拠とした論証的読解へと学習を発展させる。正解確 

認型から、解釈構築型の学びへ転換する。 

⽣徒向けの⽬標：句形を根拠にした書き下し・解釈を習得し，原⽂を通して⼈物評価をして他者の 

解釈と⽐較し、⾃説を修正できるようになる。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 

・授業準備の時短／効率化：デジタルノートの事前作成により板書や配布の時間を削減し，⽣徒活 

動中⼼の授業を実現できる。 ・ ⽣徒の理解促進 

協働学習促進 

：マーカーやふせんへの書き込みで句形と意味の対応を視覚化し，書き下 

し・⼝語訳・根拠を関連付けて構造的な理解を促すことができる。 

：共有・コメント機能により解釈の⽐較検討が容易となり，意味分布の可視 

化を通して対話的議論と学びの更新を図ることができる。 

・ 

授業の流れ ClassPad.net での操作 

⽬的・概要の説明 
step1 

「項⽻はなぜ劉邦を殺さなかったのか」 

を中⼼課題に据えることを伝える。知識 

確認ではなく、原⽂を⽤いた論証が⽬的 

であることを共有する。 

再読と要素の可視化 
step2 

教師は本⽂を⼊⼒したテキスト 
ふせんを全員に配信し、⾚・⻘・
緑・黄の色分けルールを画面上で
提示する。マーキングしたテキス
トふせんを提出させ、⽣徒のマー
キング状況を一覧で確認し、必要
に応じて特定の画面を投影して助
言する。 

 

「なぜ殺さなかったのか」の根拠を示す 

要素として、本⽂が書かれたテキストふ 

せんと教科書を交互に確認し、次の色分 

けでマーキングさせる。 

⾚：項⽻の判断 

⻘：劉邦側の策略 

緑：張良・樊噲など周囲の介⼊ 

黄：句形上の重要箇所 



  
 

根拠を記載したふせんの作成 
step3 

⽣ 

⽂ 

徒各⾃でテキストふせんを⽤いて、原 

引⽤、注⽬した句形、そこから言える 

教師は「原⽂引⽤・句形・言える 

こと」のふせんを配布し、提出 

BOX を作成して作成物を回収す 

る。記述の良い例をその場で共有 

し、記⼊⽅法のモデルを示して⽔ 

準をそろえる。 

ことをまとめさせる。これを異なる⽂章 

中の箇所について 2 回⾏う。 

協働学習（⽐較・総合評価） 
step4 グループでカードを持ち寄り、最も説得 教師は回収したふせんをグループ 

ごとに共有設定し、閲覧とコメン 

トを可能にする。相互コメントの 

状況を確認し、必要に応じてグル 

ープ内で選ばれたふせんを投影し 

て⽐較の視点を示す。 

⼒ のある根拠を２つ選ばせる。 

他者のふせんに必ず一回はコメントを書 

かせ、解釈の共通点・相違点を言語化さ 

せる。 

論証ライティング 
step5 step4 で選んだ根拠２つを 2 枚のテキス 

トふせんにそれぞれ、主張と反論想定と 

共に書く。書けたら教師側に提出させ、 

電⼦⿊板などに投影する。 

教師は主張と反論想定を加えた論 

証⽤テンプレートを配布し、⽣徒 

に⼊⼒させる。提出されたふせん 

を電⼦⿊板に投影し、原⽂引⽤の 

適否や論理構成について助言す 

る。 

主張のグループ化と討議 
投影されたテキストふせんを⾒⽐べさ 

せ、似ている根拠・主張のふせんを⾒出 

してもらい、教師が並べ替えてまとめ 

る。その後、どの根拠・主張が正しそう 

かをクラスで討議する。 

step6 教師は投影されたふせんを画面上 

でドラッグして並び替え、類似す 

る主張ごとに配置し⾒出しふせん 

で分類する。整理した画面を再共 

有し、討議の資料として固定表示 

する。 

結論投票 
step7 教師はグループごとに色を指定し 

たテキストふせんを配布し、⽣徒 

に意思表示として提出させる。集 

まった色ふせんを一覧表示して電 

⼦⿊板に投影し、分布を確認して 

結果画面を保存する。 

グループ化した根拠・主張ごとに教師が 

色 を指定し、討議後に⾃分と考えが最も 

近かったグループの色と同じ色のテキス 

トふせんを提出させる。これを電⼦⿊板 

等に投影することで、視覚的にどの意⾒ 

が一番有⼒かを捉えることができる。 


